



































































休み明けの 9 月、 10 月に多くなる傾向がある（前
























































































































































































































































































































































　B 特別支援学校では就学相談の担当者 1 名と、
地域支援の一環として行われている発達・教育相


















































































































































































































































































校・（2016 年度から中学校も）を年 2 回巡回して
きたので、連携はできていたが、センターができ
て、小学校とのつながりがいっそう深まったとい



































援事業職員、主任保育士 [ 特別支援担当 ]、教育
委員会（特別支援教育メインコーディネーター）
等で、情報交換やケース検討を月 2 回行っている。
考察
　聞き取り調査の結果、就学相談において保護者
に伝えている内容や配慮事項は、いずれの機関で
も概ね「子どもが楽しく、一番充実できる場所は
どこか」「特別支援学校、もしくは特別支援学級
と通常学級の両者を実際に見て体験して、確かめ
ること」「保護者の受容や安心感」を重視してい
るという点で共通点がみられた。一方、相談の中
身や他機関との連携体制、相談の中で難しいと感
じる事柄は、地域ないし相談機関によって異なる
ことがわかってきた。特に、就学相談後のフォロー
体制をどのように構築していくかは重要な課題の
一つであろう。今後は、自治体レベルの聞き取り
調査を引き続き実施する中で、地域の資源を有効
に活用して就学相談のフォロー体制を構築してい
る事例を中心に検討する必要がある。また、今回
は、相談される側を対象にしたが、相談する側で
ある保護者の視点からみた就学移行相談の課題に
ついても調査を進める必要があるだろう。
